
女性同窓生エッセイ一期一会 

 第 12回 塩野入清美さん（85期） 
 

１．関東同窓会との最初の出会いやきっかけ 

実家に届いていた同窓会会報のアンケートに、現住所の変更と近況文を記入し送信した

所、58期の寺島知惠子さんがお電話を下さいました。ヴァイオリンの話題で貴重なお話を

沢山して下さり、その後関東同窓会の名簿に加えて頂きました。その数年後に新年会にて

演奏をさせて頂いてから、総会をはじめ集まりの際に参加させて頂くようになりました。

きっかけを下さった寺島先輩が昨年亡くなられたこと、とても悲しく残念です。 
 

２．関東同窓会に想うこと期待すること 

初めて関東同窓会新年会に参加させて頂いたその年、総会の当番期でした。“同期の人数

集めの会合”と称して、新橋で営業している同期の尾和くんのお店、「正味亭 尾和」に集

まりました。その日集まれたのは 4 人で、同期とはいえ私は全員初対面だったのですが、

なぜか全くそんな感じがせず懐かし話で大いに盛り上がりました。総会にはその倍の同期

が集まる事ができました。 

関東同窓会はこんな風に出会いをもたらし、職業や、年代もさまざまな素晴らしい方々

と交流を持つ事が出来る、とても貴重な場と思います。そして、何年経っていても当時の

気持ちに戻り昔話で懐かしんだり、そこからまた新たな繋がりが出来たりするのが素敵な

事と思います。この 2 年ほどコロナの影響でリモートなどコミュニケーションの形は多様

化していますが、やはり思いがけない出会いも生まれる、同じ空間で過ごす会が出来るよ

うになる事を願っています。 
 

３．高校時代一番の思い出 

私はヴァイオリン専攻での音楽大学受験を考えていた為、班活動はしませんでした。室

内楽班も当時はまだありませんでした。班活がなかった分、高校生活では松尾祭、修学旅

行、宿泊でのスキー教室、などの行事諸々が楽しい思い出になっています。皆んなで何か

を作り出す事、いつもと違う面が見られる時間が好きでした。もう一つ、志望校を決める

時期に迷いがあり、そんな時に音楽の先生でお世話になっていた飯島和夫先生に頂いた一

言で迷いが消え取り組む事が出来ました。今があるのは、飯島先生が背中を押して下さっ

たお陰と思います。 
 

４．近況など 

大学在学中からご縁に恵まれ、演奏活動はたくさんさせて頂いてきました。オーケスト

ラ、ミュージカル、海外公演、生徒さんへの指導など、様々な仕事が有難い日々です。し

かしコロナの影響を強く受けてしまう業界でしたので、コロナ禍は厳しい状況が続きまし

たが、仕事に追われている時には出来ない部分のインプットが出来たり、自分自身に向き

合う事が出来たりと、悪いことだけでは無かった時間と感じています。今後の活動に活か

して行きたいと思っています。関東同窓会で頂いた出会いで、コロナ禍で心配してお声を

掛けて下さったり、コンサートの度に駆け付けて応援して下さる先輩方々に本当に感謝し

ています。とても心強く励まされています。 

そして余談ですが、楽器演奏に良い影響が生まれるという動機で数年前から再開した書

道では、昨年師範をとり、看板を頂く事ができました。自分が出来ることを楽しみながら

取り入れて過ごしたいこの頃です。 

以下、直近のコンサート情報です。 



 

 

 

 

  4月 29日（金・祝） 

＠長野市芸術館 

 

  4月 23日（土） 

＠上田サントミューゼ 

 

  6月 18日（土） 

＠響の森 桶川市民ホール 


